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また、「とら」という漢字にはもう一つ動物の「虎」があります。動物の虎は猛
獣であり、威厳があるというイメージがありますが、その反面
虎の子『虎は子を非常に可愛がることから、大切にしまっておいて、手元から
離さないもの』、虎は千里を行って千里を帰る『子のためには一日に千里
行って、また千里を子のところに戻ってくる』という、ことわざがあるほど虎は
子煩悩な一面もあるようです。

虎といえば、和歌山城は伏した虎に似た山（虎伏山）に築城したことによ
り、別名「虎伏竹垣城」とも呼ばれていました。また城内には、当時、普請奉
行であった藤堂高虎が手掛けた「高虎流」と呼ばれる石垣がたくさん残って
います。このほか、二の丸庭園近くには、伏した虎の姿をした伏虎像がある
など、虎にゆかりがあります。

さて、日本最大級のインターネットミュージアムでは、今年も「ミュージアム
干支コレクションアワード」が開催されています。これは、寅年にちなみ「虎」
にまつわる館蔵品をインターネットで紹介し、ネット投票によって順位を決め
るというものです。もちろん和歌山城の「伏虎像」もエントリーされていますの
で、応援よろしくお願いします。

水野勝之（編著）
土居拓務（編著）

天野馨南子（監）
白秋社編集チーム（編著）

松尾雄介

石見徹

　あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
今年は十二支の三番目にあたる干支「寅年」です。「寅」という漢字は、両手で矢をまっすぐに伸ばしている様子を表

し、まっすぐに伸びるという意味があるとされています。そんな意味を持つ寅年には、過去にどのような出来事があっ
たのでしょうか。
　平成１０年　　和歌山ラーメンが全国に知られるようになる、和歌山ビッグ愛がオープンなど
　平成２２年　　和歌山北インターチェンジが開通、ＪＲ和歌山駅ビルに和歌山ＭＩＯオープン、和歌の浦が国の名勝に
                     指定など

振り返ると、いろんなことがあったのですね。今年はどんな年になるのでしょうか。漢字の意味どおり、まっすぐにど
んどん伸びる成長の年になると良いですね。

「寅」「虎」～とら～


